
 
【事業実績】 
 １．地域のこどもたちに演劇文化を継承し次世代の担い手を育成する人材育成事業  

（１）アウトリーチ型ワークショップによる障がい者の伝統芸能鑑賞支援事業   

 ①アウトリーチ型ワークショップ「伝統芸能 出張体験教室」の実施 

  障がいをもつこどもを対象に、都立の特別支援学校 3校 4部門（うち１校は緊急事態宣言発出の

ため中止）で実施、計 171 名が参加した。コロナ禍においても第一線で活躍する演者を派遣するこ

とで、通常でも観劇の機会が限られた特別支援学校のこどもたちに至近距離で生の演技・演奏を披

露できた。狂言師と共に狂言の型、動物の鳴き声を体験し、常磐津教室では歌舞伎で表現される効

果音を三味線で表現、クイズ形式で回答してもらうことで、会場が一体となる参加となった。  

 

 

 

 

 

 
 
 ■参加者の声 

 「コロナ禍で行事が中止になる中、直接触れ合える機会があり、自分から発信し、それをうまく受け 

止めてもらい、どんどん夢中になっていく様子が感動的」「日本文化のすばらしさを体験できた」「と 

てもおもしろかった。動物の物まねクイズが良かった」「蜘蛛の巣を投げるのが楽しかった」など 

２．グローバル化拠点としての演劇博物館の国際発信事業    

（１）展示解説の多言語サービス充実事業    

 ①展示解説・ホームページの多言語化    

   秋季企画展と特別展の展示解説を英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語の四言語に翻訳し、 

モバイル端末で手軽に読み取り可能な QR コードを利用した多言語での情報発信を行った。QR コ 

ードを読む機器を持たぬ層のために、同時通訳を印刷した配布物も設置した。ホームページでも同 

様に両展の内容を多言語化したほか、イベントのページも多言語化することで、コロナ禍といえど 

も日本語を母国語としない来館者の言語面で応えるオール・インクルーシブな場を創出できた。 

 ■来館者の声 

  「This was a very interesting exhibition!」「Thanks for curating this amazing exhibition!! It’s  

detailed and enlightening!」など 

 

 

 

 

 

 

３．多様な演劇・映像文化の普及と発展を目的としたユニークベニューとしての演劇博物館促進事業 

（１）ユニークベニューとしての演劇博物館活用事業    

 ①無声映画上映会「エンパクシネマ 」の実施    

  新型コロナウイルス感染予防のため、座席数の縮小および事前予約制を採用し、100 名以上の応募 

者の中から収容人数最大である 39 名の来場があった。3 人の活動写真弁士による解説とピアノの生 



イベント参加者の満足度 今後、鑑賞をはじめとする文化活動を

しようと思う人の割合

イベント参加者の理解度

演奏付きで、16 ミリ映画フィルム 3 作品を上映した。ボーンデジタルの映像作品が大部分を占める 

21 世紀において、本事業が目指すのはこうした生のパフォーマンスを肌感覚で味わっていただくこ

と 

であり、今年度はコロナ渦中のデジタル時代における無声映画文化の力強さを明示できた。  

■参加者の声 

「活弁というものに初めて触れた。生演奏もあり、とても楽しめた」「ソーシャルディスタンスなど 

コロナ対策も十分で安心して参加できた。貴重な時間だった。無声映画は生演奏と供に本当に楽 

しめた」「無声映画は生で体感を是非まだ体験した事の無い人、年代の方にも観て欲しい」  

■新聞記事など掲載 

・高田馬場経済新聞 https://takadanobaba.keizai.biz/headline/527/ 

 

 

 

 

 

 

（２）映像文化を通じた性的マイノリティの可視化促進事業    

 ①ゲストトーク付上映会イベント「誰のためにつくるのか～『虹色の朝が来るまで』上映会」の実施 

  ろう者で性的マイノリティの当事者でもある映画監督・今井ミカ氏を招聘し、ろう者の LGBT コミ 

ュニティを描く映画を上映した。監督とのトークセッションでは、作品の制作過程に関するインタビ 

ューを通じて現代日本における、ろう者の性的マイノリティが置かれた状況について来場者が学ぶ機 

会を提供することができた。  

 ■参加者の声 

 「LGBT だけでなく、ろうの世界も知れてトークでも勉強できて良かった」「性的マイノリティの人々 

への理解だけでなく考えさせられる作品」「LGBTQ という現代社会における理解について、よく描か 

れていた。当事者の気持ちが伝わり、葛藤の中でどう生きるか、人権の尊重を改めて考えさせられた」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イベント参加者を対象としたアンケート結果 

とても満足 
71% 

満足 26% 

とても不満 0% 
不満 0% 無回答 3% 

ぜひ参加したい 
63% 

参加したい 
34% 

あまり参加したくない 0% 
参加したくない 0% 無回答 3% 

とても 
深まった 

46% 

深まった 
48% 

あまり深まらなかった 0% 
深まらなかった 0% 無回答 6% 


